
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年  春発行 

理 念 

 私たちは、赤十字精神のも

とに、子どもたちの権利擁護

と最善の利益を守り、心身と

もに健やかな成長を図ること

のできる愛情のこもった養育

環境を提供します。 広報誌 第６３号 



みんな、とってもいい笑顔♪ 

～冬でもコロナ禍でも！室内遊びを楽しもう～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    今年度より、ＪＳＣ体操教室の大友先生を講師としてお迎えし、月に一度 体操教室を開催することに 

   なりました。先生が持って来てくださるさまざまなアスレチック遊具に、子どもたちも職員も興味津々。 

乳児院から体操教室に通っている年長児の男の子も、習ってきたことを皆に披露できて、どこか誇らし 

げな様子でした。終わったあとはみんな汗びっしょり！体を動かすのって、気持ちいいね。 

 

 

 

 

 

 

乳児院の子どもたちは、音楽がだ～いすき！季節やイベントごとに、さまざまな歌やダンスを楽しんでいます。

そんな子どもたちのために、乳児院では月に一度、「音楽遊び」と題して、音楽に合わせて身体を動かす時間を 

設けています。誕生月の子がいるときは、みんなでハッピーバースデーを歌います。夏は七夕、ハンドベルを 

用いてみんなで「きらきらぼし」を演奏しました。 

冬には、楽器の演奏経験がある職員を募って、クリスマスコンサートを開催しました。見たことがないキラキラ 

の楽器と生演奏の迫力に、子どもたちは釘付けになっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスの流行、そして秋田という北国の冬を過ごす中で、 

どうしてもお部屋で過ごす時間が多くなってしまう時期ですが、子ども 

たちと一緒に少しでもワクワク・ドキドキするような時間を過ごせるよう、 

職員一同さまざまな工夫をしながら、今日も楽しく、元気いっぱいに生活 

しています。 

 

 

 

クリスマスコンサート 2022 を開催！ 

 

 

 

春にはひなまつり 

「歌に合わせてひしもちを運んだよ！」 

元気いっぱい体操教室 

みんな一緒に音楽遊び 



ばんび組 
ばんびさんは、自分の気持ちをお話しするのがと

っても上手です。難しいことに直面しても、「どう

したらできるかな？」「○○してみたらいいんじゃ

ない？」と解決策を考え、何度もチャレンジするこ

とができます。悲しいときも、うれしいときも、素

直に自分の気持ちを伝えてくれるみんなが、だ～い

すきだよ(*^-^*) 

さあ、今日はどんなお話が聞けるかな？（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひよこ組      
 ひよこ組には、「はじめて」がいっぱい！「はじめ

ての寝返り」「はじめてのごはん」「はじめてのたっ

ち」…。はじめての瞬間を見逃さないように、カメ

ラ班も大忙しです（笑）職員も顔を合わせるたびに、

「○○くん、寝返りができるようになったんだっ

て！」「いま、○○さんって呼んでくれた！？」と、

噂話でもちきりです(^^)今日はどんな「はじめて」

に出会えるかな？（大島（あ）） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぱんだ組      

  ３月で晴れて全員が２歳を迎えたぱんだ

さん。お話しも上手になって、お歌にも磨き

がかかってきました。レパートリーは、「ハ

ッピーバースデー」「まめまき」「おべんとう

ばこのうた」など、バラエティ豊か    とき

にはオリジナルソング（！？）が聞こえてく

ることも…！今から将来が楽しみです♪♪   

（大島（皇）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今冬のトレンドは、「おにのパンツ」     

 

 

 

ことり組 
比較的暖かい日が多かった印象の今冬ですが、

２月に入りようやく雪が積もり始め、今年も例

年通り雪遊びを行うことができました。 

最初は「さむいのヤダ～！」と怒っている子

もいましたが、雪山を作ったり、自分よりも大

きな雪だるまを作ったり、雪を掘って食べてみ

たり…？と、ことりさんパワー全開！で思う存

分楽しむことができました(^-^)（大友） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

保育室ダイアリー 
 

誕生日は、大好きなトーマスに変身したよ！★ 

はじめて 

つかまり立ちに 

成功した瞬間！ 

秋田の冬は、 

 やっぱりかまくら！ 



■編集・発行 秋田赤十字乳児院 

〒010－0041 秋田市広面字釣瓶町 100-3 

TEL 018-884-1760 FAX 018-884-1762 

電話相談 018-884-1761（8:30～23:00） 

ホームページ http://akita-nyuji.jrc.or.jp/ 

美容室小町様によるカットボランティアは、平成

13 年から年 3 回、定期的に子どもたちの髪の毛

をカットしていただいております。また、毎年、

お客様からと小町グループ様からということで寄

付金もいただいております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

やはり、プロがカットしたヘアースタイルは、違

いますね！子どもたちは、とても満足そうな表情

で『かっこよくなったでしょう』『かわいいでしょ

う～』アピールです(≧▽≦) 
 

いつも、ありがとうございます。 
 

これからもよろしくお願いします！ 

 

 

大型加湿設備を設置しました！ 
 

 

昨年に引き続き、一般財団法人篠原欣子記念財団様より「令和 4 年度児童福祉施設助成」を受け、新たに 

大型加湿設備を設置しました。 

雪国秋田は、冬期間における室内の湿度がとても下がってしまいます。加湿器を各部屋へ設置していますが、 

局所的な加湿に留まり、部屋全体の湿度が低いことで赤ちゃんの敏感なお肌の保湿ケアに大変苦労しており 

ました。また、給水や加湿器の掃除などに手間を費やすことが負担となっていたこともあり、この度の助成 

を活用し大型加湿設備を設置しました。 

稼働を開始してから、あっという間に湿度計の数値が上昇しました。入念なお肌の保湿ケアは常に欠かせ 

ませんが、加湿効果は抜群で赤ちゃんのお肌に潤いを与えています。また、お部屋全体が柔らかく温かい 

空気になった気がします。そして、ウイルス等感染症対策にも効果的です。 

この度の助成により、子どもたちの安心・安全な生活環境を整備することができました。 

篠原欣子記念財団様、本当にありがとうございました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 奉仕活動 ～ 
 

編集後記 ～スタッフから一言～ 

 

 秋田は、ようやく春といったところです。 

 

世の中は、コロナ・インフルエンザ…物価高に伴

い値上げ等、暗いニュースばかりですが…乳児院で

生活をしている子どもたちは、そんなのお構いなし♪ 

いつも、元気いっぱいキラッキラ笑顔です！ 

 

感染症の予防のため、院外保育には制限がありま

すが…職員は、子どもたちの笑顔を絶やさぬよう、

院内でもできる楽しい遊びを考え、日々の養育にあ

たっております。         

     （田口（知）） 

 


